
 
 

小学校外国語活動・外国語の 
評価について 

 
 

広島県神石高原町立油木小学校 
                  平岡 昌子 



本日の柱 

１ 現在の外国語活動の評価について 

   （１）現状 

   （２）成果 

   （３）課題 

２ 研究開発学校における外国語の評価に 

  ついて 

   （１）評価の実際 

   （２）評価の良さ 

   （３）評価の課題 

３ 今後の評価の方向性について 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （１）現状 

 ① 評価の基本的な在り方 

文章記述 

  外国語の評価においては、設置者
において、学習指導要領の目標及び
具体的な活動等に沿って評価の観点
を設定することとし、文章の記述によ
る評価を行う。 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （１）現状 

 ① 評価の基本的な在り方 

観点別学習状況の評価（平成２２年通知） 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （１）現状 

 ② 評価の実際  

事例：「Hi,friends!2：Lesson4 Turn right．道案内をしよう」 



（イ） 振り返りカード点検    

（ウ） 振り返りカード分析    

 （ア） 行動観察   

（エ） ワークシート点検    

評価方法として 

   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （１）現状 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （１）現状 

 ② 評価の実際（評価方法）  

（ア） 行動観察    

・評価規準を基に児童の行動を見取る 
 
・評価の観点「気づき」 
 →発言する児童は，見取ることができる 
 →発言しない児童は，振り返りカードで捉 
  える 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （１）現状 

 ② 評価の実際（評価方法）  

（イ） 振り返りカード点検    

・「振り返りカード」に書いている自己評価と 
 指導者の見取りに相違がないかを見る。 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （１）現状 

 ② 評価の実際（評価方法） 

・授業中の児童の行動観察だけでは見とれ 
 ない場合，「振り返りカード」の内容を分析 
 し，児童の様子を捉える 

（ウ） 振り返りカード分析    



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （１）現状 

 ② 評価の実際（評価方法） 

・授業中の児童の行動観察と合わせて， 
 ワークシートの記載から児童の様子を捉える 

（エ） ワークシート点検    

・コミュニケーション活動が行えていたか捉える 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （２）成果 

 多様な評価方法で児童の様子を捉え，授業改善につなぐ 

・いろいろな評価方法 
 行動観察，振り返りカード点検・分析，ワー 
 クシート点検 
 

→児童を多面的に見取ることが可能 
→授業改善につなぐ 
→通知表に，児童の具体的な姿で記入 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （３）課題 

 ① 文章記述の多さと担任による内容の差異 

文章記述 
   ・外国語活動 
   ・総合的な学習の時間 
   ・所見欄 
    （学習全般・生活全般） 

児童 通知表 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （３）課題 

・本来 
 その子にどのような力がついたか 
 文章表現で示すことになっている。 
  
・しかし 
 その子の文章表現を例文から合わす   

文章の型や例文を決める学校も 

 ② 児童にどのような力が付いたかを例文に合わせる 

〈例文〉 



   １ 現在の外国語活動の評価について 

     （３）課題 

 ③ 児童の学習意欲へのつながり 

・文章記述のみでは、児童にとって、ど 
 のようなことができるようになったの 
 かがわかりにくいため，次の学習意 
 欲へつながりにくい 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （１）評価の実際 

 ① 英語科の目標 （案） 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （１）評価の実際 

 ② 評価の考え方 

評価の観点とその趣旨 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （１）評価の実際 

 ② 評価の考え方 

３段階での評価 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （１）評価の実際 

 ③ 単元の目標、評価規準 

事例：６年 話すこと（発表）１ 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （１）評価の実際 

 ④ 単元の指導計画 

評価方法として 

（ア） 行動観察   

（イ） 振り返りカード    

（ウ） ワークシート  

（エ）パフォーマンス評価  



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （１）評価の実際 

 ⑤ 評価方法   パフォーマン評価  

 
・各単元の終末に位置づける。  
  
・動画で記録して，評価規準にそって評価する。 
   （プレゼンテーション，スピーチ，相手を設定 
   した活動状況を録画し，指導者が授業後に 
   視聴分析する） 
 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （１）評価の実際 

 ⑥ 評価方法   パフォーマン評価  

 
・教師が撮影したり、タブレットで子 
 供が相互に撮影したりする。 
 
・指導者が授業後に児童全員のパ 
 フォーマンス動画を視聴し評価す 
 る。 
 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （２）評価の良さ 

パフォーマンス評価 

・表現の能力を評価する基準を作成することで，目指す 
 子供像の共通理解が図れるとともに，目標に向けた指 
 導が明確になる。 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （２）評価の良さ 

パフォーマンス評価 

・授業の中で，現れては消えていく児童の表情や  
  発話が記録されるため，イメージや一過性のも 
  のではない、表現の能力を見取ることができる。 



   ２ 研究開発学校における英語科の評価について 

     （３）評価の課題 

パフォーマンス評価 

・各単元において，一人ずつ 
 の表現を撮影すると相当な 
 時間が必要となる。 



①多様な方法で児童を見取る 
 

○学習指導要領等の目標に照らして設定した観点を踏   
  まえた「目標に準拠した評価」 
 → 外国語WG検討中の「資質・能力」を踏まえ「英語を   
  学んで子供たちにどういった力が身についたか」とい 
  う学習の成果を捉えること 
 

○各学校の学習到達目標（CAN-DO形式）と学習評価 
 →学習活動の特質等に応じて，年間を通じてインタ 
  ビュー，スピーチ等のパフォーマンス評価，活動の観 
  察等，様々な評価方法の中からその場面における児   
  童の学習状況を的確に評価できる方法をバランスよく 
  選択する 
 
  

   ３ 今後の外国語活動・外国語科の 

評価の考え方    



②ＣＡＮ-ＤＯリスト形式の学習到達目標を児童と 
  共有する 
  

 ・外国語活動においても，児童が自分がどのようなこと  
  ができるようになったのかを自覚することで，学習の意 
  欲向上を図る（拠点校の取組） 
  
 ・「知識・技能」だけでなく ，「思考・判断・ 
  表現」，「主体的に学習に取り組む 
  態度」の観点との整理が必要 

 
 
 

＜＜＜小学校外国語補助教材 
  ワークシート CAN-DOリスト振り返り＞ 

 ３ 今後の外国語活動・外国語の評価の考え方    



③ＣＡＮ-ＤＯリスト形式の学習到達目標を評価に 
 生かす 
 ・・・これまでは、CAN-DOリスト形式の目標は，観点別学習状況

の評価のうち，「外国語表現の能力」「外国語理解の能力」の評価
に活用するのに適していると考えられる。 
 
（『各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標設定のための手引き』，「児童生
徒の学習評価の在り方について（報告書）」平成22年 中央教育審議会等中等教育分科会教育課程部会） 

 ３ 今後の外国語活動・外国語の評価の考え方    

○観点別学習状況の評価における「関心・意欲・態度」は、「他の 
 観点に係る資質や能力の定着に密接に関係する重要な要素」と 
 され、単元における学習と一体的に評価が行われる必要。 
  例えば、思考力・判断力・表現力の観点として「～している」とす 
 る観点を「～しようとしている」として、その単元における評価を行 
 うことによって、「生徒の主体的に学習に取り組む態度」を身に付 
 けているかどうかを評価することが重要ではないか。 



④「主体的に学習に取り組む態度」 の評価 
 
○観点別学習状況の評価における「態度」は、他  
 の観点にかかわる資質や能力の定着に密接に関 
 係する重要な要素であるとされ，単元における学 
 習と一体的に評価が行われることが重要。 
 
例えば、以下のように評価を行うことが考えられる 
 ～できる 「知識・技能」 
 ～している 「思考力・判断力・表現力」 
 ～しようとしている 「主体的に学習に取り組む態度」 

３ 今後の外国語活動・外国語の評価の考え方    
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「論点整理」におけ
る 評価の観点 

検討課題及び方向性（例） 

「知識・技能」 

＜外国語活動＞ ※定着までも求めるものではないことに留意。 
○外国語を用いた体験的なコミュニケーション活動を通して、外国語に
慣れ親しんでいる。 
＜外国語＞ 
○外国語の4技能（聞くこと、話すこと、読むこと、書くこと）について、実
際のコミュニケーションにおいて必要な知識・技能を身に付けている。 

「思考力・判断力・ 
表現力 等」 

＜外国語活動＞ 

○簡単な語句や表現を使って、自分のことや身の回りのことについて、
友達に質問したり質問に答えたりしている。 
＜外国語＞ 

○馴染みのある提携表現を使って、自分の好きなものや、一日の生活
などについて考え、友達に質問したり答えたりしてするなどして表現し
ている。 

「主体的に学習に 
取り組む態度」 

＜外国語活動・外国語＞ 

○外国語を用いてコミュニケーションを図る楽しさや言語を用いていコ
ミュニケーションを図る大切さを知り、相手意識を持って外国語を用い
てコミュニケーションを図ろうとしている。 

  ３ 今後の外国語活動・外国語の評価の考え方    


